
市民主体のまちづくりをさらに進めるためには 

＜全体のまとめ＞ 
 

資料２ 

自治の主体のあり方 

協働のあり方

ボランティア・ＮＰＯ
・ ボランティア・ＮＰ

Ｏ活動の活性化，活動

の環境づくりが必要 
・ ボランティア・ＮＰ

Ｏ情報の提供，共有化

が必要 
・ 市民の手によるボラ

ンティア・ＮＰＯスタ

ディツアーが必要 
・ 女性に関する団体活

動の活性化が必要 

・ 市民自らが自治意識

を高めることが必要 
・ まちづくりの目的は

市民の公共の利益の増

進にあるという前提を

理解することが必要 
・ お互い助け合い，支

え合うことで自治活動

が活発化することの認

識が必要 
・ 自助，共助，公助を

認識することが必要 
・ 市民が自治の主体で

あることの自覚が必要 
・ 権利の主張とともに，

市民として果たすべき

役割を自覚することが

必要 
・ まちづくり活動へ参

加する責務があること

を知らしめるべき。 
・ 発言や行動を無理に

求めないことが必要 
・ 行政の情報に関心を

持ち，自分としての考

えを持つことが必要 
・ 市民主体のまちづく

りについての認識の共

有が必要 
・ 地域の課題と発展性，

特性を学習することが

必要 

自治会 
・ 「自分達のまちは自

分達の力で」という意

識を持つことが必要 
・ 自治会の位置づけ，

役割の明確化が必要 
・ 自治会に加入しない

人々にどのように参加

を促すかの検討が必要 
・ 役員の固定化，高齢

化の解決が必要 
・ 行動目標の設定が必

要 
・ 風通しの良い会議に

することが必要 
・ 役員の失敗をしつこ

く責めない。 
・ 自治会と地域まちづ

くり組織の役割の明確

化することが必要 
・ 自治会を市の下働き

的役割だけに終わらせ

ない。（資料配達等） 

企業 
・ 事業者の社会貢献活

動の展開をさらに広げ

ていくことが必要 
・ 企業市民は市民の一

つであることを啓発す

ることが必要 

・ あいさつすることが

必要 
・ 地域コミュニケーシ

ョンの重視，近隣助け

合いが必要（連帯意識

の高揚） 
・ マナーの向上が必要

（ごみ出し等） 
・ 地域活動行事等の周

知啓発が必要（回覧板，

声かけ） 
・ 決められた日常のル

ールを守ることが必要 
・ 小学校区単位等，よ

り小さな単位での活動

の検討が必要 
・ 現在の地域活動諸団

体の組織・機能の見直

しが必要（地域の変化，

新しい住民ニーズ） 
・ 地域でのまちづくり

団体に，あて職の人を

入れる場合，十分に本

人の了解を得る必要が

ある。 
・ 若者・女性の活動の

組織化が必要 
・ 住民主体のタウンミ

ーティングが必要 
・ コミセン活動の活性

化が必要 
 

情報共有 
・ 地域の課題と発展性

に関する情報の共有化

が必要（他の地域文化，

他の自治体の特色の学

習） 
・ 市民，議会，行政相

互の情報共有，問題点

の共有が必要 
 
 

参加・参画 
・ 市民の役割と行政の

役割を明確にすること

が必要 
・ 行政活動のあらゆる

側面（ＰＤＣＡサイク

ル）の中に市民意見を

取り入れる仕組みをつ

くることが必要 
 
 

地域まちづくり組織
・ 地域まちづくり組織

について組織のリーダ

ーが理解することが必

要 
・ 行政の狙いと地域リ

ーダーの意識が一致す

ることが必要 

地域社会 

・ 地域活動に参加する

人材を広く求めること

が必要 
・ 地域リーダー等の養

成が必要 
・ 行政からの地域コー

ディネーターの派遣が

必要 
・ 団塊の世代の活用が

必要 

人材・しかけづくり 
・ 行政からの情報伝達

手段の明確化，ルール

化が必要 
・ 分かりやすく，まん

べんない情報提供が必

要 
・ 情報のミスマッチを

なくすよう努めること

が必要 
 

・ 市民協働とは，市民

と行政が役割分担しな

がら一体となって力を

合わせること 
・ 若者・子どもの意見

を引き出すことが必要 
・ はじめの一歩を後押

しする工夫が必要 

・ ＮＰＯの活動の支援

が必要（活動資金の援

助等） 
・ 子どもの頃からのま

ちづくり体験，自治に

関する教育が必要 
・ まちづくりは楽しい

ことであることを体験

してもらうことが必要 

その他 
・ 車優先社会で歩かな

いので地域のことが見

えない。 
・ 高齢化に対応した地

域居住のまちづくりの

ために，交通の確保が

必要 
・ １０年後には２～３

万人になる６５歳以上

のお年寄りを見守るシ

ステムが必要 
・ 高齢者の健康づくり

が必要 
・ 外国人の老後問題を

考えてほしい。（年金

等） 
・ 宇都宮市の持つ特色

を連携させストーリー

性を文化構築しようと

する欲求が弱い。 
・ 「浅い河も深く流れ」

何事にも慎重に，しか

も決断力を持ってこと

にあたる。 
・ 環境づくりがまちづ

くりの基礎になる。 

・ まず課題把握が必要 
・ 子どもの頃からの市

民意識向上のための教

育が必要 
・ 行政依存から「自分

達に何ができるか」へ

変わってほしい。 
・ 税金のむだ使いがな

いか，自分の行動も振

り返ることが必要 
・ 常に意欲ある行動が

必要 
・ どのようなことでも

分かろうとする努力が

必要 
・ 「市民」の概念に外

国人と子どもを意識す

ることが必要 
・ 宇都宮市の歴史の大

切さを認識することが

必要 
・ 若い人に，自分の意

見を積極的に保持しよ

うとする傾向がある。 
・ 自主的，自律的にと

いうが，個人のエゴを

どう整理するのか。 
 

・ 外国人への情報の提

供方法を検討してほし

い。（地域からの説明

等） 
・ ボランティア・ＮＰ

Ｏ情報の共有化，イン

ターンシップ制度等が

必要 

家庭・家族 
・ 家庭内の対話，家族

を大切にすることが必

要 

市 民 
・ 会議場所の整備が必

要 
・ 青少年の居場所づく

りが必要 
・ 世代間交流の場づく

りが必要 
・ 小学校区単位のわが

まち自慢コンクールを

する。 
・ コミュニティセンタ

ー活動は有意義 
・ 地域団体事業の形骸

化，会議のなれあい化

が進んでおり，課題解

決の力が少ない。 
 

行政（議会，執行機関） 
・ 宇都宮市として何を

特色として将来像・ビ

ジョンを構築していく

のか明瞭にすることが

必要 
・ 施策の策定，計画立

案，実施，事後評価の

しくみを整えることが

必要 
・ 議会と執行機関の役

割と責任の明確化が必

要 
・ 出前講座等，情報提

供手段のさらなる工夫

が必要 
・ 市民の意見を大切に

する。 
・ よろず相談窓口を設

置する。 
・ 行政が自治会組織を

きちんと公に認識すべ

きである。 
・ 市民協働や行政改革

（三位一体の改革等）

の名のもと，市民に負

担を押し付けないこと

が必要 
・ ボランティア，ＮＰ

Ｏなどを安価な労働力

とみないことが必要 
・ 地区行政（都市内分

権）の推進が必要 

・ 縦割行政からの地域

組織の見直しと統合 
・ まちづくり活動は自

分たちのためとはい

え，それなりの予算も

考えてほしい。 
・ 選挙での公約が形式

的になり，選挙民の期

待はずれが多い。 
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・地域団体（自

治会，育成会な

ど）の体制強化

・人材づくり，

後継者づくり 
・地域行事のも

りあがり 

自治会への加

入促進と行政

との関係づけ 

自治活動で，そ

の会議等が風

通しの悪い場

合，住民は本気

で協力しない

だろう。 

地域活動に参

加する人材を，

広く求める必

要がある。固定

化，長期化，マ

ンネリ化を避

ける。 

現在の地域活

動諸団体の組

織，機能が地域

の変化に適合

していない。 

縦割り行政か

らの地域組織

の見直しと統

合。 

例：子連×青少

年育成会，交通

安全×防犯 etc 

補助金の見直

し＝一元化 

各地区の防災

会の組織。極め

て形式的対応

で実際に即応

しないと思う。
事業者（企業

等）の社会貢献

活動の展開を

更に広げてい

く。（宇都宮は

工業地が多い）

ボランティア

活動の活発化

が進んできて

いる。 

住民が地域の

特性を知る。 
脱おまかせ民

主主義への市

民，行政マンの

意識改革 
市民自らが地

域の課題と発

展性を認識す

る。 

市民自らが自

治意識を高め

る努力をする

必要があるこ

と。 

市民が自治体

行政の主体と

なりうるため

には，何が必要

かを考える必

要がある。 

住民の身勝手

が地域コミュ

ニティーの形

成を阻害して

いる。 

ゴミステーシ

ョンの管理が

隣近所のコミ

ュニティー不

足により，ずさ

んとなってい

ること。 

住民間のコミ

ュニケーショ

ンがとれてい

ること。 

地域活動を効

果的，住民意見

をとらえて行

うためにはで

きる限り，小学

校区単位の活

動，行事を進め

ていくのがよ

いと思う。 
地域活動不参

加者への地域

行事の周知啓

発 ( 回 覧 版 以

外)や声かけ運

動 

自治会に協力

しない。 

市民が行政に

参加するため

の前提として，

情報公開を更

に進めること。

自治会の強化

地域活動の人材づくり 市民意識の高揚 

コミュニティーの活性化 

地域活動の多

くはマンネリ

化していて，新

しい住民ニー

ズに合ってい

ない。住民との

心の交流に欠

けた地域活動

と感じるもの

が多い。 

「ボランティ

アのまち宇都

宮」 

・ＮＰＯ，ボラ

ンティア団体

の更なる活性

化，支援 

・ボランティア

情報の提供，共

有化 

・ボランティア

活動の環境つ

くり 

隣，近所とのか

かわりを多く

もちたいが，な

かなかきっか

けがない。 

住民主体によ

るタウンミー

ティングのよ

うなものを活

発に行うこと

が，まちづくり

の推進に効果

が大きいと思

う。 

市民一人ひと

りが自分にで

きることをす

る。 

市民自身がま

ちの一員であ

る自覚を持つ

（企業人も公

務員も） 

開かれた自治

会まちづくり

活動をオープ

ンにし協力し

あう。 

なぜ市民主体

のまちづくり

なのか？ 

市民主体のま

ちづくりにつ

いての認識を

共有する。 

まちづくりの

目的は市民の

公共の利益に

あるという前

提が必要 

市民も権利ば

かり主張しな

いで市民とし

て果たすべき

役割を自覚し

て実行するこ

と。 

市民が市民た

ることを自覚

すべきである。

市民がもっと

行政に対し関

心を持ち，意見

や参加をして

いく必要があ

る。 

市民の意見を

大事にし，行政

と協力してい

く必要がある。

市民が積極的

に行政に係わ

ることができ

る仕組みをつ

くること。 

「三位一体の

改革」や「市民

主体の…」にど

うも市民への

負荷を益々重

くされる感を

受ける。 

行政は市民協

働の美名の下

に市民に負担

をかける傾向

にある。 

行政のあらゆ

る物面，―施策

の策定，計画立

案，実施，事後

評価― 

(Plan-Do-See)

の中に市民意

見を取り入れ

る仕組みをつ

くること。 

地域と行政，地

域内相互の情

報の共有や問

題点の共有を

進めることが

必要 

地域での活動

家の養成と行

政からの地域

コーディネー

ター（事務局兼

務）の派遣 

まちづくり組

織（３７地区）

のあり方を理

解できないリ

ーダーが多い。

行政の狙いと

地域リーダー

の意識が一致

しないと住民

が困る場合が

ある。 

共助，公助，国

助というもの

があるという

ことを知った

上での自助 

市民の役割と

行政の役割を

明確にする。 

市民，議会，市

長（行政）の役

割と責任を明

確にする（夕張

市にならぬ為）

市民と行政 

外国人が永住

しているが，老

人が増えてい

て年金もかけ

ていないので

今後どうすれ

ば？ 

自治会に外国

人が住んだ場

合，色々地域の

説明をどのよ

うにすれば外

国人が住みや

すくなるので

しょうか。 

市民主体の「市

民」には十分に

「子供」と「外

国人」とを意識

すること。 
※「子供」と「外

国人」と意見反

映の場が少な

い。 

地域の中でた

くさんできる

ことはあるが，

何からできる

のか情報があ

まりはいらな

い。特に外国人

の読み書きで

きない人 

まちづくりは

自分ができる

ところからや

らなくてはい

けないが，私達

外国人は分か

らない事が多

すぎるので，ど

のようにかか

わればよいで

しょうか。 

地域と外国人 
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「意欲は長所を

つくる」常に意欲

ある行動が必要

である。そこに素

晴らしい結果生

まれる。 

「無関心」が阻害

無関心層の減少 

一人一役誰もが

地域活動に一役

担い参画する。 

色々な世代の人

達が集まれる機

会が欲しい。 

子どもや若者の

意見を引き出す

工夫 

市民が集まれる

参画する行事を

考える。 

テーマの「…をさ

らに…」は既に何

らかの市民主体

がある感じ。現状

は“これから”で

はないか。まず問

題把握から。 

市民が多く参画

出来希望するこ

とは何か。 

自治会の活性化 自治会のあり方

必要性 

地域・地区の単

位，大きさの違い

をどうしていく

か？ 

個々が活動をし

て物事を理解す

る。 

小学校または中

学校区単位でま

ちづくり協議会

をつくる。 

役割分担。行政は

行政として市民

は市民として働

く。 

人づくり はじめの一歩を

後押しする工夫 
アドバイザーの

派遣 
各家庭のあり方 

市民主体を保障

するルールが自

治基本条例。その

ルールを上手に

使ってまちづく

りをするには市

民意識の養成が

さらに必要 

「まちづくり学

習」の実践 子供の頃から社

会参加体験を積

ませる。 

健全育成の環境

問題 

若者にも市につ

いて理解を深め

てもらうために，

分かりやすい説

明をおこなう。 

参加の機会づくり 地域 人材・しかけづくり 

市民のマナーを

向上させる 

エゴ阻害 

意
識
の
高
揚
を
ど
う
図
る
か 

関心ある人ばか

りの参加では困

らないか？ 

市民主体のまち

づくりを更に推

進する為には，幅

広い年代層での

ふれあいの場を

設け市民の声を

多く拾い新しい

風を入れる必要

があると思う。 

地域のあり方 

車優先社会 
⇒歩かないので

地域のことが見

えない。 

小学校区単位で

「地域を知る」ワ

ークショップ（環

境・点検）から始

める。 

単位自治会を強

力にする。 

小学校区単位の

わがまち自慢コ

ンクールをする。

新しいリーダー

のあり方 

リーダーの養成 

個々の自立 

市民の手による

市民のための市

役所スタディー

ツアー 

環境問題(ゴミ)ま
ちを綺麗にする

運動を大切にす

る(前からある週

間？)市民が分か

っていない 

お金の裏づけを

どうするか。 

活動に必要な資

金をうまく集め

る。 

活動資金 

行政 

行政がこの名を

基に市民への責

任を押し付けて

いないか？ 

市民とは何を指

すのか？ 
自治基本条例に

市民からのまち

づくり提案を受

け止める体制づ

くりを入れるこ

と。 

ハード，ソフト両

面のまちづくり

で市民が行うも

のは何か？ 

行政と市民との

役割分担を明確

にする。 

行政からの情報

提供の工夫 

行政による出前

講座を多彩にし

ていくこと。 

情報 

市民のニーズを

ど う と ら え る

か？ 

市民が考え，行動

するために必要

な情報が手に入

りやすくする。 

情報の共有化 

情報の早期公開 

活動事例の紹介 

まちづくり推進

機構の市民への

活動アピール 

宇都宮市の歴史

をもっと大切に

することを PR す

る。 

ＮＰＯの支援

市民の手による

市民のためのＮ

ＰＯ・ボランティ

アグループスタ

ディツアー 

ＮＰＯの活動の

場の拡充 
ＮＰＯ・ボランテ

ィアグループの

成長 

行政～ＮＰＯ・ボ

ランティアグル

ープの相互のイ

ンターンシップ

制度 

企業と市民をつ

なぐまちづくり

の仲介を行政が

行うこと。 

求めている人と

援助できる人を

マッチングさせ

る機能 

「浅い河も深く

流れ」なにごとも

慎重にしかも決

断力を持ってこ

とにあたる。 

環境づくりがま

ちづくりの基礎

になる。 

自 治 会 と Ｎ Ｐ

Ｏ・ボランティア

グループの協働 

行政が自治会組

織をきちんと公

けに認識するべ

き。 

ＮＰＯ 
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市民主体のまちづくりをさらに進めるためには 

＜グループＣ＞ 
 

行政からの情

報伝達手段の

一本化，明確

化。ルールが必

要 

行政が市民に

わかりやすい

ような情報提

供を行う。 

隔たりのない

情報提供 

市民と行政の

目的を統一す

ることが大切 

市民が行政に

関心を持つこ

とが大切 

どのようなこ

とでも分かろ

うとする努力

が必要 

自助，共助，公

助の考え方で。

身近な，公共的

な事象につい

て，一人一人が

興味を持つ。 

行政がやらな

ければならな

いこと，市民が

自主的に行う

ことをはっき

りする。 

自治組織とま

ちづくり組織

の違いをはっ

きりすべき。 

自治会に入ら

ない人をどう

誘うか。 

月間目標のよ

うな目当ての

設定 

行動目標を設

定 し て み て

は？ 

ある程度の組

織でのまとま

りが必要 

自治会の位置

付け，役割を明

確にする。 

まちづくり推

進協議会があ

るが，範囲が広

い。これを小単

位に。 

まちづくり 
小学校単位く

らいに。住民生

活をよくする

ためのまとま

りをつくれな

いか。 

まちづくりは，

地域のあらゆ

ることに関心

を持つことか

ら。 

市民主体とは 
市民が中心に

なる事は分か

るが，その市民

の考え方が多

様でまとめき

れるのか？ 

まちづくり（よ

り暮らしやす

い空間や社会）

について，市民

としてどうや

って行動を起

こすのか分か

らない。 

まちづくりに

自分達のため

とはいえ，それ

なりの予算も

考えてほしい。

まちづくりに

関心を持って

もらえるよう

な環境づくり

をする必要あ

り。 

地域でのまち

づくり団体に，

あて職の人を

入れる場合，十

分に本人の了

解を得る必要

がある。 

高齢化に対応

できる地域居

住のまちづく

りのために交

通の確保 

あいさつが全

てのはじまり

か。 

成果を享受し

てくれた人に

は，「ありがと

う」を言う。 

行政の情報に

興味を示し，自

分としての考

えを持つ。 

自分ならこう

したいという

考え方を持つ。

女性団体加盟

の団体が，居住

地での活動を

保障し，参画，

参加を。 

決められた日

常のルールす

ら守れない。 
（例）ゴミ出し

他人に関心を

持つこと。 

個々人に役割

を与える。 
発言や行動を

無理に求めな

い（会合やイベ

ントで）。 

役員の失敗を

しつこく責め

ない。 

自主的，あるい

は自律的には

個人のエゴを

どう整理する

のか？ 

税金のむだ使

い，自らの行動

も振り返る。 

情 報 行政と市民 自治会 まちづくり 

（あいさつ） 
パーソナリティ 

（税） 
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市民主体のまちづくりをさらに進めるためには 

＜グループＤ＞ 
 

選挙での公約が

形式的になり，選

挙民の期待はず

れが多い。 

市 民 

市民の自分勝手

「 市 が ～ す べ

き」，「市がやって

くれない」 
↓ 

自分たちは何が

できるか。 

「他のまちはこ

うだ。」 
市民が評論家に

なる。 
↓ 

行動する人であ

ってほしい。 

行政依存の強い

市民 
住民の自治意識

が低い（行政依存

が高い。）。 

地域のこと，近隣

の問題の解決を

行政に求めてく

る。 

行政マンの勘違

い 
市民協働・市民主

体 
現在の公の仕事

を役割分担と言

って切り分けよ

うとする。本来は

それぞれの力を

合わせること。 

宇都宮市として

何 の 文 化 を 特

色・ビジョンとし

て構築していく

のか不明瞭 

まちづくりで市

民（事業者）と行

政の役割分担が

不明（変わってき

ている。） 

行政マンの勘違

い 
ボランティア，Ｎ

ＰＯなどを安価

な労働力とみて

しまう。 

企業市民の協力 

地域活動を活発

化するために必

要なことは，地域

住民がお互い助

け合い，支えあう

しくみづくり 

市民には企業市

民（団体市民）も

含まれることを

啓発する。 

まちづくり活動

へ市民は参加義

務があることを

広く知らしめる。

多くの人の参加

が必要である。 

自治会とボラン

ティア団体の協

働の機会づくり 

まちづくりを進

めるために効果

的なものとして

は，自治会連合会

単位に地域活動

を強化し，行政等

がそれを支援す

る。 

（自治会だけで

なく）市民活動，

ＮＰＯをたくさ

んつくる。活発に

なる。 

若者・女性が実働

隊となるのでそ

の組織化を図る。

自分達の町は自

分達の力でとい

った意識が低い。

地域団体 
役員，活動の中心

が特定化，高齢化

自治会が，市の下

働き的になって

いる。 

自治会等の役員

のなり手が少な

い。 

自治会役員は資

料等の配達係に

終わっている。 

地域団体事業の

形骸化 
会議のナレアイ

化 
↓ 

課題解決の力が

少ない。 

自治会加入率が

低下 

新住民の受入体

制がない。 

新・旧住民の自治

活動についての

意識がバラバラ 

アパート，マンシ

ョンが増え，自治

会活動などに無

関心な若年層が

増えている。 
（まちづくりの

可能性を阻害し

ているもの） 

自主的参加者が

少ない。 

自治会への加入

が少なくなって

いる。 

ギョーザ＆ジャ

ズ＆新鮮な農産

物＆日光・那須・

塩原等の観光地

周辺であること

の特色 

情報の共有が大

切（市民，議会，

行政） 

官民による地域

組織のネットワ

ークづくり 

市民，議会，行政

が，お互いをよく

知り合うこと 

自治公民館の活

動を活発にする

ことが必要です。

コミセン活動は

よい。 

ビジョンのある

地域は伸びる。 

青少年，高齢者等

の居場所づくり 

世代間交流の場

づくり 

他人に関心を持

とうとしない社

会風潮がある。 

市民よろず相談

窓口の設置 

市民活動支援体

制 

行政・市民がまじ

め 

まちが暗い。 

行政評価制度 

情報公開が進み

事項・課題への積

極的主張を持つ

傾向 

行政は人集めに

努力すること。 

地区行政（都市内

の分権） 

家庭内の対話を

指導すること。 

常に同じ人が参

加する。 

近隣助け合いが

ない。 

住民の地域連帯

感が希薄である。

地域の横のつな

がりがない。 

地域コミュニケ

ーションが足り

ない。 

特定の人が毎回

出席するのみ。 

国民の４人に一

人が６５歳以上

となる本格的な

高齢社会が進行

する中で一人暮

らしの高齢者が

１万人に達する

ところまで来て

いる。 
１０年後には２

万～３万になる。

この一人暮らし

のお年寄りを見

守るシステムが

どうしても必要 

公共的な活動に

は人が集まらな

い。 
団体の育成が必

要です。 

参加者が少ない。

少子高齢化 

若者の参加が少

ない。 

若者の地域リー

ダーが少ない。 

市民主体のまち

づくりのさらな

る推進のために

は，地域の人材活

用と，長期的には

小学生・中学生時

代から福祉教育

等の育成を行う。

情報のミスマッ

チ 
発信する情報と

欲しいと思う情

報がかみ合わな

い。 

情報共有が徹底

していない。 

話し合う場が（会

議室等）不足して

いる。 

小さいことでも

集まれる場所が

少ない。 

各特色を連携さ

せストーリー性

を持って文化構

築しようとする

欲求が弱い。 

理屈よりも行動

ということが少

ない。 

新しい発想（意

見）が取り入れら

れない。 

積極的に他の文

化，他の自治体の

特色を勉強する

欲求が多少不足 

自分勝手な活動

しかしない。 

地域のこと他人

のことに関心が

ない傾向 

まちづくりは楽

しいことである

ことを実践的に

体験してもらう。

自治意識が低く

わがままな住民

が多い。 

よきリーダーの

いる地域は伸び

る。 

高齢者の健康づ

くり 

地域活動を活発

にするためには

リーダーの養成

が必要です。 

市民協働のリー

ダー養成 

小さな地域での

まちづくり 
コミュニティー

づくり 

広大な土地と多

くの自然の恵み

をもたらす川を

特色とした文化

発想「宇都宮に行

くと詩人になれ

る」のような風情

を創出したい。 

団塊の世代の活

用 

行政と地域リー

ダーの連携が良

い。 

若い人に「右にな

らえ」への反発が

あり，自分の意見

を積極的に保持

しようとする傾

向 

学校教育（小・

中・高・大学）で，

まちづくりや社

会参加（奉仕）を

取り上げる（社会

人 の 先 生 が 実

施）。 

行 政 企 業 地域，市民 

自治会 

コミュニティ 

意 識 

人づくり 

市民主体の

まちづくり

情報共有 

行 政 

情報共有 

人づくり 

場所 




